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はじめに
小説の構成 とは読者の無意識に訴えかける物語であ り、看過することのできない内容の一部
分である。三十年代を中心 に活動 した女流作家蕭紅の長編小説 『呼蘭河伝』において、構成と
いう影のス トーリーは作品世界を表現する上で大変重要な役割 を果たしている。本稿は、左翼











曲の物悲 しい民謡である」 と言わしめたこの小説には、全編を通 して失われた故郷への懐念、
寂寞感があふれている1)。
しか し、構成の面か ら見ると、この小説は非常に特徴的で、前半 と後半とで作品の手法が異
なっており、ともすると、腰折れのような印象 を与える。この構成の意図と、小説の内容 にも
たらす効果について検討 して行 く。
一 章 小説舞 台 の前 景 につ いて
『呼蘭河伝』は、全七章、それにエ ピローグか ら構成されている。始めの一、二章で、呼蘭
河の社会に生 きる人々の行動様式や、思考様式を詳細に描 き、三章では 「我」 と祖父の二人の
世界 ・ 「后花國」を描 き、四章では、更に近づいた呼蘭河の人々の具体的な生活 を、より近い









が一つのまとまりを持ち、完結 した内容なのである。 しか し、当然、一つ一つの章は、全 く無
関係 というわけではない。それぞれが緩やかな関係で繋がっているのである。
物語の語 り手である 「我」は、必ずしも呼蘭河の社会の一員として一体化 した存在ではない。
彼女は孤独であり、異質である。それは彼女がまだ社会の成員となりうる年齢に達 していない
せいでもあ り、また、社会の中心 となる性別でなかったせいでもある。貧 しい呼蘭河の社会 に
おいて、地主 という彼女の家庭環境 も、周囲の人々の生活からいささかの隔た りを生み出して
いる。家族の中で父母にす ら重視 されなかったという点もまた彼女の孤立感を深めている。後
半、各章の主人公 として登場する人々もまた、呼蘭河の社会か らはみだした存在である。本来















戸冬一封鎖了大地的吋候,則 大地満地裂着ロ。从南到北,从 奈到西,几 尺長的,一 丈長的,
述有好几丈長的,它 捫毫无方向地,更 随吋随地,只 要戸冬一到,大 地就裂升 口了。
戸寒把大地凉裂了。
等迸了桟房,摘 下狗皮帽子来,抽 一袋烟之后,伸 手去拿熱幔共的吋候,那 伸出来的手在手
背上有无数的裂口。
人的手被凉裂了。
彼らは土地 と一体化 して生きている。逃げようのない閉ざされた世界に住み、抗い ようのな






一年之中抬奈抬J ,在 迭泥坑子上不知抬了多少次 可没有一个人悦把泥坑子用土填起来不
就好了喝?没 有一个。
悦拆墻的有,悦 神樹的有,若 悦用土把泥坑来填平的,一 个人也没有。
-49一
『呼蘭河伝』の構成(工 藤千夏子)
この道の陥没のせいで、馬や家畜は命を落 とし、人間も命か らが らここを通 りすぎる。 しか
し、この不都合に対 して彼 らは打開 していこうという考えは持たないのである。根本的解決策
なしに、この問題を回避 しようと考えるのである。





第一条:常 常抬奈抬昌,淹 鴻淹鴨,飼 得非常,,,,ICJ,可使居民道短,得 以消遣。
第二条就是迭猪肉的向題了,若 没有迭泥坑子可怎幺吃瘟猪肉昵?吃 是可以吃的,但 是可怎
幺説法昵?真 正説是吃的瘟猪肉,.,.z不太不洪E生 了喝?有 迭泥坑子可就好亦,可 以使痘猪変成
淹猪,居 民伯翼起肉来,第 一軽済,第 二也不算什幺不ヱ生。
単調な生活の中で事件やアクシデ ントを楽 しみにして しまうという合理的な姿勢や、環境に
対する順応性が、風刺的にユーモラスに描かれている。 しか しまた同じ場面で、体面のみを重
要視 し、実質的なことに目を向けない人々の後進性や、こういった、他者の不幸を見 ものにす
るという、人間の残酷で素朴 な趣味、 といった様々な人間の切 り口を、蕭紅は映 しとっている
のである。
以下の部分でもまた、同様に様々の切 り口を見ることができる。
被冬天凉裂了手指的,到 了夏天也自然就好了。好不了的到 李永春 葯捕,去 冥二兩鉦花,
泡一点鉦花酒来擦一擦,擦 得手指通鉦也不児消,也 忤就越来越胖起来。那幺再到"李 永春"葯
捕去,迭 回可不冥鉦花了,是 冥了一帖膏葯来,回 到家里,用 火一拷,粘 粘糊糊地就貼在凉瘡上
了。迭膏葯是真好,貼 上了一点也不碍事,垓 赴牟的去赴牟,核 切菜的去切菜。粘粘糊糊地是真
好,見 了水也不掉,垓 洗衣裳的去洗衣裳去好了。就是掉了,拿 在火上再一烙,就 述貼得上的。
一貼,貼 了半个月。
呼.,河 迭地方的人,什 幺都洪結実、耐用,迭 膏葯迭祥的耐用,実 在是合乎在迭地方的人情。
墨然是貼了半个月,手 也込没有見好,但 迭膏葯恙算是耐用,没 有白花銭。
于是再実一貼去,貼 来貼去,迭 手可就越月中越大了。述有些実不起膏葯的,就 掠人家貼乏了
的来貼。




た、耐久性のみを重視 し、効果は二の次、 という本末転倒 した思考様式から、やはり文化から
取 り残 され孤立 した土地の後進性が読み取れる。






い日常の一こまであったろう。その看過 されがちな日常の様々の切 り口か ら顔をのぞかせる人
間の本性、それを蕭紅は丁寧に描写して行 くのである。
第二章では、呼蘭河における伝統的な祭祀の行事を中心に描いている。あるものは幻想的で
美 しい光景により、あるものは胸に迫る旋律により、心の奥深 くに入 り込み刻みつけ られる。
しか し伝統祭祀の美しさも、呼蘭河の人々がどうい うように自分たちの中に伝統 を取 り込んで
行 くのか、利用して行 くのかにポイントをおいて描いて行 くのである。これらの精神生活がい
かに美 しいものであるのかを細かな筆致で描 くのは、その人々に与える影響をよりリアルに伝
えるためである。以下の引用は、神降ろしの巫女が太鼓を打ち、踊る場面の引用である。
迭唱着的洞凋,混 合着鼓声,从 几十丈近的地方佑来,実 在是冷森森的,越 听就越悲凉。听
了迭神鼓声,往 往葵夜而不能眠的人也有。
精神的人家力了治病,可 不知那家的病人好了没有?却 使部居街坊感慨来吸,葵 夜而不能已
的也常常有。
溝天星光,満 屋月亮,人 生何如,力 什幺逮幺悲凉?
美 しい旋律が人々の心をとらえる様がありありと伝わってくる。
こうして伝統的な行事、またそれに付随する思想概念は易々と人の心に入 り込み定着 し、受





れる。人々は舞台の内容そっちのけで、久 しぶりに会った親戚 と話をするのに忙 しい。





また、道の陥没によって起こった事故 を見物して楽 しんでいた彼らは、神のお告げを聞 く神
降ろしもまた、娯楽の一つとして押 し合い圧 し合いして聞き入った。
人佃又都着了慌,爬 墻地爬墻,登 冂地登肖,看 看迭一家的大神,豆 的是什幺本領,穿 的是
什L,衣 裳,听 听勉唱的是什幺腔凋,看 看妣的衣裳漂亮不漂亮。
それとは逆に道の陥没 を、神聖視する風潮もまた、彼 らの中にはあった。
墨然弓没有死,一 哄起来就悦弓死了。若不迭祥悦,覚 得那大泥坑也太没有什幺威戸了。






そ して厳 しい自然 によって培われた忍耐力は、時に彼 らを極限まで追い込み、もの悲 しい絶
望の境地へ と追い込む。
他伯迭神生活,似 乎也很苦的。但是一天一天的,也 就糊里糊徐的迂去了,也 就述着春夏秋
冬,脱 下単衣去,穿 起棉衣来的這去了。
从早晨到晩上忙了个不休。夜里疲乏之板,蛸 在坑上就睡了。在夜梦中并梦不到什幺悲哀的


























日常生活を描 き始めるのだ。この世界は三章の 「后花國」 とは対照的になんの希望もない暗い
世界である。「私の家の前庭は荒涼 としていた」 というフレーズを繰 り返 し用い、けして豊かと
は言えない普通の人々の困窮した暮らしぶ りを畳みかけるようにして描いた。




















彼 らは三人 とも、伝統や習慣、呼蘭河の社会 を構成 している要素に意識的、無意識的に外れ、
反発する者であるという共通点を持っている。
そ して、 もうひとつ注 目すべ き五、七章の大 きな特徴 として、この各々の物語の主人公 と同じ
くらいに、周囲の人物像に注意を払い、紙枚を割いているということも挙げられる。
一、二章で、小説の前景 となるはずの呼蘭河の多 くの人々の生活や精神性の実態を執拗に描
いた。 しか し、これは以後の小説の後半でも一貫 した一つの大きなテーマとして進行して行 く。
五章の大 まかな筋書 きは、金で買われてきたまだ幼い嫁、団円熄婦が、団円熄婦 らしくない
行動を取るとして皆で教育、折檻 し、ついには、 まじないや神降ろしをし、狐憑きだとして霊
を払うために熱湯につけて殺 して しまう。 というものである。
'見 人一点也不知道羞♂
隔院的栃老太太悦:
"那 オ不怕羞昵1共 一天来到婆家 吃飯就吃三碗。"
周三妨妨又説:
"噛 嗷1我 可没冤遣
,別 説込是一个団圓熄妃,就.,1迸 冂就姓了人家的姓,也 得訣兩天看




彼女は熱湯 につかることによってQ圓 熄婦 らしくない振る舞いをする原因である"き つね"
をお払いすることになってしまう。
団圓熄婦 らしさを求める周囲の人々の前に子供 らしい自然な態度す ら許されない古 くからの
一54一
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婚姻制度の習慣に、幼いために無意識のうちに反抗 した少女は、周囲の人々、取 り巻 く呼蘭河
の社会の現実の力により孤独な犠牲 となるのである。
果然的,小 団圓熄妃一被抬到大缸里去,被 熱水K,就 又大声的怪叫了起来,一 辺叫着一










姻又不会下蛋,反 正也不是猪,打 掉了一些斤兩也不要緊,反 正也不逗秤。




升豆子妻了几十吊銭。在田上拾黄豆粒也不容易,一 片大田,鐘 迂主人家的收割,述 能夥剩下多
少豆粒昵?而 况努人聚了那幺大的一群 孩子,女 人,老 太太'° °°イ尓拾我夸的,1尓 争我打的。
力了二升豆子就得在田上爬了半月二十天的,爬 得腰酸腿疼。















これは、少女の"狐 憑き"に 効 く薬の処方を人か ら聞いて飲 ませたものの、実は、毒 を飲ま
せてしまっていたと知る場面である。少女 を救うため必死になっている一方で、毒であったと
知るや、皆 の前で飲 ませていないと嘘 をつきその場を収めることを優先させてしまう。このよ
うに"掟"と いう精神的束縛のなかで矛盾 をうまく丸め込んでしまうための非科学的合理性を
持ち合わせている者が"聡 明"と いうことなのである。
(于是人心大亦振杳,困 的也不困了,要 回家睡覚的也精神了。迭来看熱粡的,不 下三十人,
个个眼晴,.亮,人 人精神百倍。看ロ巴,洗 一次就昏迂去了,洗 兩次又該怎祥昵?洗 上三次,那 可
就不堪想像了。所以看熱蘭的人的心里,都 満着秘密。)





ととなったお姑さんの心の葛藤 に、団圓熄婦 自身の心理描写 よりはるかに多 くの字数を費や し
ているのもやはり注 目すべ き点である。
成長 して呼蘭河の社会の一員となるべ く"教 育"さ れた少女は、その幼さゆえ社会に入るこ
とを無意識のうちに拒んだ。 しかし、社会に入ることを拒めば"死"が 待っていたのである。
六章でも、この社会からはみ出した人物が登場する。作品舞台となった地主家庭の、建て前
は大叔父、実質は作男の有二伯である。 六章は有二伯の日常の短いエピソー ドを継 ぎ接 ぎし
てでき上がっており、一貫した筋道はない。この人物の話は蕭紅はよほど書 きたかったのでは
ないだろうか、五章以降の三つの物語のうち他の二つは、 どち らかといえば周囲の呼蘭河の
人々を際だたせるための物語という側面が強かったのと比較 して、明らかに有二伯 を描 くこと




この章の短いエピソー ドの一つ一つの始めには、必ず"有 二伯真古怪"と いう 「我」の評が








ようにならない世界に対 して目をつぶ り、耳を塞ぎ、お しのように黙って暮らすほかはない。
有二伯墨然作弄成一个要猴不像要猴的,村 飯不像村飯的,可 是他一走起路来,却 是端庄,
況静 兩个脚跟非常有力,打 得地面冬冬的吶,而 且是慢呑呑的前迸,好 像一位大将軍似的。
彼はまた、非常にメンッを重ん じ、あたかも、大将軍のように誇 りを失っていない人物であ




















不知怎幺的,他 一和租父提起胞毛子来,他 就胆小了,他 自己越悦越怕。有的吋候他込哭了
起来。悦那大弓刀丙光湛亮 説那毛子騎在弓上乱余乱故。
結局やはり彼は弱い人間なのであるが、その 自尊心のため常に自らの弱点を隠し込んでいる
のである。これも周囲が有二伯 を 「奇怪」と感 じる要因なのである。
次の第七章においても、主題として五章からの流れの中に位置するものが在る。
七章の主人公は貧 しい粉引の青年 ・馮歪嘴子である。この青年は、元々は己を守って分に安
んずるとい う謙虚な人物である。 しかし事件は果敢にもそういった人物が古 くからの婚姻制度
に反して自由恋愛によって結婚をしたところに端を発する。






















この横やりをものともせずに、馮歪嘴子と子供は、 しっか りとした足 どりで生きて行 くのであ
る。現実に鈍感であるがゆえに、渇は、 自らの仕事のみを見つめて生 きて行けるのである。己
の分に安んじるという生き方が新 しい道を切 り開いたのである。
到后来大家筒盲都莫明其妙了,対 于渇歪嘴子的迭孩子的不死,別 人都起了恐惧的心理 覚
得,迭 是可能的喝?迭 是世界上1有 的?











る。一つは、厳 しい現実に圧殺され、そしてその拘東力により、社会の中で生 きている者 をも










は前章 までの叙事的な手法を引き継ぎ、展開させながらも、五章以降の"短 編小説群"の 定点







彼 らのもつ世界を主人公として描 くという一貫 した構成がある。一、二章で正面から呼蘭河の
世界 を描き、五章以降では、いわば裏側から、世界をより鮮明に浮きたたせるために、エピソ





の風俗、伝統を前景として、後半、 ここの物語が発展 して行 くとい う方向性 にも発展 している
し、一貫 したテーマとして、前景として描いた呼蘭河という土地に住む多数の人々を主人公と
し、より彼 らを克明に描 き出すために個々の物語を存在 させる、 という方向性に発展 してゆ く
小説と解釈することも出来る。こうした小説に仕掛けられた平面的でない交錯 した構成により、
この小説は素朴な断片的な章を重ねた小説のように見えなが ら、短編小説群では表現 し得 ない
世界を構築 している。重厚な世界を持ち、全体 として物語 とい うよりは重層的で立体感 を持っ
た絵画の様な趣を備えているのである。
〔注〕
(1)茅 盾 《i念蕭紅的 〈呼.,河侫〉》(《文芝生活》1946年12月号。後、1947年6月 上海坏星毛店より出
版された本に序として収録)
〔付記〕本稿は1998年10月哈尓演出版社発行の 《蕭紅全集》を底本としている。
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